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同人雑誌紹介

弦弦

愛
知
県

文
学
力
を
磨
き
高
め
る
共
通
の
拠
り
ど
こ
ろ

国
内
の
文
学
賞
や
、
翻
訳
さ
れ
た
海
外
の
文
学
賞
受
賞
作
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
最
近
取
り
上
げ
た
作
品
を
挙
げ
る
と
、
カ
ズ
オ
・
イ

シ
グ
ロ
「
浮
世
の
画
家
」、
ミ
ラ
ン
・
ク
ン
デ
ラ
「
存
在
の
耐
え
ら

れ
な
い
軽
さ
」、
シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
「
ワ
イ
ン
ズ
バ

ー
グ
、
オ
ハ
イ
オ
」、
堀
江
敏
幸
「
そ
の
姿
の
消
し
方
」、
小
山
田
浩

子
「
庭
」、
今
村
夏
子
「
こ
ち
ら
あ
み
子
」、
橋
本
治
「
草
薙
の
剣
」

な
ど
が
あ
る
。

　

文
学
を
志
す
に
は
、
い
ろ
ん
な
書
物
を
読
む
こ
と
は
不
可
欠
で
あ

ろ
う
。
読
書
会
で
は
、
自
分
と
は
違
う
読
み
方
が
あ
る
こ
と
を
教
え

ら
れ
る
。
各
々
の
固
執
し
た
考
え
を
浄
化
し
新
た
な
活
力
を
生
む
。

海
外
の
小
説
か
ら
は
、
異
文
化
に
触
れ
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
た
り
、
考
え
方
の
違
い
を
教
え
ら
れ
た
り
も
す
る
。
同
人
雑
誌
は

合
評
会
で
、
自
分
ら
の
作
品
の
善
し
悪
し
を
指
摘
し
合
う
だ
け
で
済

ま
せ
て
し
ま
う
の
は
い
か
に
も
勿
体
な
い
と
思
う
。

『
弦
』
の
同
人
は
現
在
一
五
名
、
会
員
は
一
八
名
。
同
人
は
原
稿

提
出
が
で
き
る
。
同
人
会
費
は
年
間
二
四
〇
〇
〇
円
、
会
員
は
年

三
〇
〇
〇
円
。
会
員
の
原
稿
提
出
に
は
別
に
規
定
が
あ
る
。
掲
載
負

担
金
は
、
同
人
は
ペ
ー
ジ
四
〇
〇
円
、
会
員
一
〇
〇
〇
円
。
追
加
の

本
代
は
一
冊
四
〇
〇
円
。

　

印
刷
部
数
は
永
ら
く
五
〇
〇
部
だ
っ
た
が
、
最
近
の
送
料
費
値
上

が
り
の
関
係
で
贈
呈
分
を
五
〇
部
減
ら
し
前
号
よ
り
四
五
〇
部
に
な

っ
た
。

　

役
員
は
代
表
（
事
務
局
）、
編
集
、
書
記
、
会
計
、
監
査
、
各
正
副
。

　

同
人
雑
誌
『
弦
』
は
一
九
六
五
年
の
創
刊
。
当
時
の
名
古
屋
市
に

は
、
戦
後
復
活
の
芥
川
賞
を
最
初
に
受
賞
し
た
小
谷
剛
が
主
宰
す
る

『
作
家
』
を
は
じ
め
多
く
の
雑
誌
が
あ
っ
た
。
そ
の
『
作
家
』
の
有

力
な
同
人
、
曽
田
文
子
が
指
導
し
た
文
学
グ
ル
ー
プ
の
『
新
樹
』
と

『
草
』
が
合
併
し
『
弦
』
を
創
っ
た
。
曽
田
は
一
九
八
三
年
、
病
魔

に
倒
れ
、
小
谷
も
一
九
九
一
年
に
没
し
て
い
る
が
、
同
人
雑
誌
を
担

う
人
か
ら
人
へ
と
、
そ
の
文
学
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

『
弦
』
は
創
刊
後
も
い
く
つ
か
の
同
人
誌
と
合
併
し
な
が
ら
、
年
に

２
回
発
行
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て
き
た
。
文
学
青
年
か
ら
始
ま
り
、
何

人
も
が
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
き
た
が
、
現
在
の
同
人
も
ま
た
、
未

だ
壮
年
の
気
概
を
持
っ
て
書
き
続
け
て
い
る
。
小
説
を
書
く
同
人
が

主
体
だ
が
、
本
好
き
な
人
も
、
詩
や
評
論
、
短
歌
、
俳
句
を
す
る
人

も
加
わ
り
毎
月
行
う
例
会
で
は
、
い
つ
も
豊
富
な
話
題
が
飛
び
交
い
、

笑
い
が
た
え
な
い
楽
し
い
会
で
あ
る
。

『
弦
』
発
行
の
翌
月
と
翌
々
月
の
第
三
日
曜
日
を
合
評
会
と
し
、
そ

の
他
の
月
は
第
三
水
曜
日
を
読
書
会
に
充
て
、
お
も
に
純
文
学
系
の

話
題
作
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
芥
川
賞
、
直
木
賞
、
そ
の
他
の
日
本

合評会と読書会
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編
集
委
員
は
正
副
含
め
八
名
で
、
執
筆
者
へ
の
校
正
送
付
と
最
終
校

正
ま
で
手
分
け
し
て
行
っ
て
い
る
。
例
会
の
会
場
は
、
お
も
に
名
古

屋
市
芸
術
創
造
セ
ン
タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
。
会
場
係
が
三
カ
月
前

の
月
初
め
に
抽
選
会
場
へ
出
向
き
確
保
す
る
。
同
人
雑
誌
の
維
持
は

同
人
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。

　

弦
の
会
で
は
、
二
〇
一
三
年
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
。

二
〇
一
五
年
五
月
発
行
の
『
弦
97
号
』
か
ら
、
全
作
品
を
ネ
ッ
ト
上

で
も
読
め
る
よ
う
に
し
た
。
現
在
で
は
『
弦
104
号
』
ま
で
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
。「
同
人
誌
弦
」「
文
芸
同
人
誌
弦
」
で
検
索
す
れ
ば
誰
で

も
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
読
後
の
感
想
や
批
評
な
ど
を
掲
示
板
に
書

き
込
ん
で
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
。
同
人
雑
誌
と
い
う
狭
い
範
囲
内

「弦」105 号最終校正での編集委員、左より中村、國方、長沼、山田、市川、白井「弦」105 号最終校正での編集委員、左より中村、國方、長沼、山田、市川、白井

全作品をネット上で読める 　 同人雑誌紹介
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電
話　
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‐
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４
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で
は
な
く
、
開
か
れ
た
中
で
少
し
で
も
多
く
の
人
た
ち
に
読
ま
れ
、

評
価
さ
れ
る
こ
と
を
書
き
手
は
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
書
き
手
は

社
会
的
に
も
通
用
す
る
も
の
を
書
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

小
説
は
虚
構
の
創
作
物
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
、
真
実
を
超
え
る
力

も
あ
る
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。
力
不
足
の
原
因
が
文
章
力
で
あ
れ
ば
、

と
こ
と
ん
文
章
を
磨
き
上
げ
た
い
。
テ
ー
マ
が
不
明
瞭
な
ら
ば
、
構

成
か
ら
考
え
直
せ
ば
い
い
。
人
間
を
描
く
力
が
足
り
な
い
の
な
ら
ば
、

人
の
生
き
ざ
ま
、
心
理
の
表
裏
ま
で
掘
り
下
げ
て
考
え
た
い
。
俗
に

ま
み
れ
な
い
素
直
な
自
分
の
こ
と
ば
で
表
現
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た

い
。
と
に
か
く
書
か
な
い
で
は
お
ら
れ
な
い
心
情
を
持
ち
続
け
る
場

が
同
人
雑
誌
に
は
あ
る
。

　

同
人
雑
誌
は
も
は
や
個
々
に
存
在
す
る
と
き
で
は
な
い
と
も
言
え

よ
う
。
お
互
い
に
交
流
を
深
め
文
学
力
を
高
め
て
、「
文
学
」
と
い

う
輝
か
し
い
目
標
を
共
通
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
す
る
場
に
こ
そ
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
幸
い
に
も
一
九
八
六
年
に
結
成
さ
れ
た
中
部
ペ
ン
ク
ラ

ブ
は
同
人
誌
に
橋
を
架
け
合
い
、
交
流
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

「
弦
」も
そ
の
一
員
だ
が
、こ
の
動
き
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
願
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
／
中
村
賢
三
）

弦弦 書かないではおられない心情を持ち続ける場書かないではおられない心情を持ち続ける場

弦合評会　いつも他の同人誌からの参加もあり、和やかに厳しく


